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問題１ 問題２ 問題３ 問題４ 問題５ 問題６ 問題７ 問題８ 

 

Ｅ Ａ Ｂ Ｂ Ｄ Ｂ Ｄ Ｄ 

問題９ 問題 10 問題 11 問題 12 問題 13 問題 14 問題 15  

Ｄ Ａ Ｄ Ｅ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

 

題 

 

16 

① ② ③ ④ 
 

𝐶𝑇  𝐶𝐼𝑛  𝐶𝑈  𝐶𝐼𝑛  

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

𝐶𝑈  単位積立方式 賦課方式 
退職時年金現価 

積立方式 

 

 

問  

  

題 

 

17 

① ② ③ ④ 
 

(1 +
𝑖(𝑚)

𝑚
)

𝑚

 (1 + 𝑖)
1
𝑚 log(1 + 𝑖) 𝑙𝑜𝑔 𝑙𝑥 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

𝑙𝑜𝑔 𝐷𝑥 𝑥𝑙𝑜𝑔𝑣 （𝑙𝑜𝑔𝑣𝑥も可） �̈�𝑥 −
1

2
 （𝑎𝑥 +

1

2
も可） 𝜇𝑥 + 𝛿 

 

 
問 

 

題 

 

18 

① ② ③ ④ 

 

345 390.5 355.98 34.52 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

35.5 28.4 3 6.12 
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公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 19 ←問題番号を記入すること。 

（1）𝑃𝑥𝑒 =
𝑏𝑥𝑟𝐷𝑥𝑟�̈�𝑥𝑟

∑ (𝑏𝑦𝐷𝑦)
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

 

（2）まず、 

𝑏𝑥
𝐵

𝑏𝑥
𝐴
=
𝛽 ∙ 𝑎(𝑥 − 𝑥𝑒) + 𝑏𝑥𝑒
𝑎(𝑥 − 𝑥𝑒) + 𝑏𝑥𝑒

= 𝛽 −
(𝛽 − 1)𝑏𝑥𝑒

𝑎(𝑥 − 𝑥𝑒) + 𝑏𝑥𝑒
 

であるので
𝑏𝑥
𝐵

𝑏𝑥
𝐴は𝑥について単調増加である。 

𝑃𝑥𝑒
𝐵

𝑃𝑥𝑒
𝐴
=

𝑏𝑥𝑟
𝐵 𝐷𝑥𝑟�̈�𝑥𝑟

∑ (𝑏𝑦
𝐵𝐷𝑦)

𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ (𝑏𝑦
𝐴𝐷𝑦)

𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

𝑏𝑥𝑟
𝐴 𝐷𝑥𝑟�̈�𝑥𝑟

=
𝑏𝑥𝑟
𝐵

𝑏𝑥𝑟
𝐴

∑ (𝑏𝑦
𝐴𝐷𝑦)

𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ (𝑏𝑦
𝐵𝐷𝑦)

𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

 

𝑏𝑥
𝐵

𝑏𝑥
𝐴が単調増加であることから、 

𝑏𝑥𝑟
𝐵

𝑏𝑥𝑟
𝐴
>
∑ 𝑏𝑦

𝐵𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑦
𝐴𝑥𝑟−1

𝑦=𝑥𝑒

 

𝑏𝑥
𝐴

𝑏𝑥
𝐵が単調減少かつ𝐷𝑦が単調減少であるから、 

∑ 𝑏𝑦
𝐵𝐷𝑦

𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑦
𝐵𝑥𝑟−1

𝑦=𝑥𝑒

<
∑ 𝑏𝑦

𝐴𝐷𝑦
𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑦
𝐴𝑥𝑟−1

𝑦=𝑥𝑒

 

また、 

∑ 𝑏𝑦
𝐵𝐷𝑦

𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑦
𝐴𝐷𝑦

𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

<
∑ 𝑏𝑦

𝐵𝑥𝑟−1
𝑦=𝑥𝑒

∑ 𝑏𝑦
𝐴𝑥𝑟−1

𝑦=𝑥𝑒

<
𝑏𝑥𝑟
𝐵

𝑏𝑥𝑟
𝐴
 

これらのことから、 

𝑃𝑥𝑒
𝐵

𝑃𝑥𝑒
𝐴
> 1 

となり、 

𝑃𝑥𝑒
𝐵 > 𝑃𝑥𝑒

𝐴 

 

（注）裏面には記載しないこと 
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問題 20 ←問題番号を記入すること。 

（1）𝑥歳で脱退した人の退職時年金現価積立方式の保険料（全員分）を 𝐶𝑥
𝑇 とおくと、 𝐶𝑥

𝑇 は脱退時点にお 

ける年金現価で、 𝐶𝑥
𝑇 = 𝐵𝑥𝑣

60−𝑥�̈�10。したがって、 

𝐶𝑇 = ∑ 𝐵𝑥𝑣
60−𝑥�̈�10

60

𝑥=40

 

また、ある年齢の年金受給者に支払われる 1年間の年金支払総額は、期初 40～60歳で脱退した人の 1

年あたりの年金額の合計であり、年金額の変動のない 10年確定年金であるので、 

𝐵 = ∑ ∑ 𝐵𝑥

60

𝑥=40

70

𝑦=61

= 10 ∑ 𝐵𝑥

60

𝑥=40

 

（2）定義より、 

𝐹𝐴(𝑦, 𝑥) = 𝐶𝑥
𝑇 (1 + 𝑖)𝑦−𝑥 = 𝐵𝑥𝑣

60−𝑦�̈�10  

𝐹𝐵(𝑦, 𝑥) = 𝐶𝑥
𝑇 (1 + 𝑖)𝑦−𝑥 − 𝐵𝑥�̈�𝑦−60 = 𝐵𝑥(1 + 𝑖)𝑦−60�̈�10 − 𝐵𝑥�̈�𝑦−60 = 𝐵𝑥�̈�70−𝑦  

（3）右辺の第 1項を𝐹1、第 2項を𝐹2とすると、 

𝐹1 = ∑ ∑ 𝐵𝑥𝑣
60−𝑦�̈�10

𝑦−1

𝑥=40

60

𝑦=41

= ∑ ∑ 𝐵𝑥𝑣
60−𝑦�̈�10

60

𝑦=𝑥+1

59

𝑥=40

= ∑ 𝐵𝑥
1 − 𝑣60−𝑥

𝑑
�̈�10

59

𝑥=40

 

     = ∑ 𝐵𝑥
1 − 𝑣60−𝑥

𝑑
�̈�10

60

𝑥=40

        (∵ 𝑥 = 60のときΣの中はゼロ) 

よって、 

𝑑𝐹1 + 𝐶 = ∑ 𝐵𝑥�̈�10

60

𝑥=40

𝑇  

また、 

𝐹2 = ∑ ∑ 𝐵𝑥�̈�70−𝑦

60

𝑥=40

69

𝑦=61

= ∑ ∑ 𝐵𝑥
1 − 𝑣70−𝑦

𝑑

60

𝑥=40

69

𝑦=61

= ∑ ∑ 𝐵𝑥
1 − 𝑣70−𝑦

𝑑

60

𝑥=40

70

𝑦=61

 

𝑑𝐹2 − 𝐵 = ∑ ∑ 𝐵𝑥(1 − 𝑣70−𝑦)

60

𝑥=40

70

𝑦=61

− 10 ∑ 𝐵𝑥

60

𝑥=40

 

                = − ∑ ∑ 𝐵𝑥𝑣
70−𝑦

60

𝑥=40

70

𝑦=61

= − ∑ 𝐵𝑥�̈�10

60

𝑥=40

= −𝑑𝐹1 − 𝐶𝑇  

よって、𝑑𝐹2 − 𝐵 = −𝑑𝐹1 − 𝐶𝑇 となり、極限方程式（𝑑𝐹 + 𝐶𝑇 = 𝐵）が成立する。 

（注）裏面には記載しないこと 


